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1. 目的

近年、肉牛を取り扱う畜産農家では、早期母子分離方

式を活用した大規模肉用牛繁殖農家や乳用種肉用牛の大

規模肥育農家が増加している。新生子牛を取り扱う施設

でも現在では、晴乳ロポットを用いた子牛の集団管理を

行うことにより、多頭数での飼育管理と労働作業の省力

化が図られている。

しかし、子牛の集団管理による疾病の発生は下痢や白

痢、肺炎、コクシジウムなど数多く、予防や治療作業に

手聞がかかる。子牛の段階で重い疾病にかかると、その

後の成長に影響し、とう汰や廃用など生産性に甚大な被

害をもたらす。これらの疾病を軽減するため、新生子牛

に対する初乳給与の関心が高まっている。

高品質の初乳を早期に十分な量を摂取するのは子牛の

健康と生存のために大切なことである。初乳は母牛から

子牛に最初に与えられる乳であり、様々な栄養と子牛の

免疫保護を与える抗体(免疫グロプリン Ig)が豊富に含

まれている。さらに初乳には、消化器系の機能や成長を

促進するために重要と考えられる多くの成長因子やホル

モンを含んでいる。新生子牛の免疫機能は出生時には発

達しておらず、疾病に対する免疫を持たない。

ヒトでは妊娠中、胎盤を通して免疫移行されるが牛は

胎盤から免疫移行がされず、初乳給与による免疫移行が

行われる。このため、新生子牛の免疫ゾステムは初乳に

完全に依存している。子牛の健康と生存を決定する上で

もっとも重要なことは、高品質の初乳を出生後できるだ

け早期に、かっ適切な量を給与することにある(1， 2)。

本研究において、我々は新生子牛の疾病予防をするた

め、導入された時点の子牛の健康チェックと血液採取を

行い、初乳による免疫移行の状態把握と子牛出生時や母

体の分娩時における状態の把握を行った。また、導入時

点の子牛の健康状態の変化について観察し、疾病の予防

と予測に繋がる対策を検討した。

H 方法

l 供試牛および調査期間

調査は、北海道中川郡豊頃町のT畜産において、 2010

年8月7日・ 14日の 2日間で導入された生後約 1週間の

ホルスタイン雄子牛26頭の健康チェックと血液採取を実

施した。同時に、導入時から 2ヶ月間に渡る新生子牛の

観察を実施し、疾病発生状況の確認を行った。また、導

入時点からの各牛体の成長経過を観察するため月 l回の

体重、胸囲、体高測定を実施した。

2 調査内容

(J)体温測定

子牛導入時において、水銀体温計を用いて直腸内の体

温を測定した。

(2)体重・胸囲・体高測定

新生子牛の導入時の体重と胸囲および体高を測定した。

体重と胸囲測定はホルスタイン種乳牛用A体重推定尺を

用いて測定した。体高測定は牛体測定器ホノレ協式(FHK)

を用い、子牛のき甲部と十字部高の 2ヶ所を測定した。

また、体重・胸囲・体高調IJ定は導入後の成長経過を見る

ため、月に l回の測定を実施し、 3ヶ月分の記録を行っ

た。

(3)胸腺触診

導入時の 8月と 11月の体側時に頭部胸腺の触診を行

なった。評価は、「分からないJrかろうじて触れるJr触
れるJr良く触れる」の 4段階とし、。 -3でスコア化L

た。

(4)血液検査

導入直後に血液採取を行ない、 IgG量、総蛋白質(TP)、

白血球数、白血球百分比を測定し、供試牛26頭の疾病発

生状況、アンケート調査による結果等と照らし合わせ検

討した。

(5) 7ンケート調査

供試牛の分娩時の状況や初乳給与の状況について、供

試牛が出生した酪農家18件にアンケート調査を依頼し、

12件(19頭)について情報が得られた。アンケートを集計

し、分娩・初乳給与状況と血液検査の結果を照らし合わ

せ関連性について検討した。

IIJ 結果および考察

(1)体温測定

導入日の 8月7日・ 14日は表 Iのように猛暑日であっ

たこともあり牛の平均体温の38.5-39度よりも高く、 39

-40.3度となり平均体温は39.5度となった。 14日導入の

牛で脱水を起こしている牛が I頭おり、気温が高く暑

かったことと酪農家からの長距離移動でかかるストレス、

トラックに他の多くの子牛と共に乗せられストレスがか

かったことが脱水症状を引き起こした原因ではないかと

考えられた。
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